


























平成 年 月 日現在２６   ５ ３０
円     4,200,000 、（間接経費） 円     1,260,000
研究成果の概要（和文）：一部のシアノバクテリアの光合成装置は陸上植物に比べて高温耐性を示す。本研究では、2





研究成果の概要（英文）：Mechanism of thermotorelance of cyanobacterial photosystem II complex (PSII) has b
een investigated using Synechocystis sp. PCC 6803 and Anabaena sp. PCC 7120 focusing on the role of lipids
 and extrinsic proteins in stabilization of PSII. It was found that at least one phosphatidylglycerol mole
cule associated with the reducing side of PSII is involved in the stabilization of PSII through affecting 
not only the reducing-side but also the oxidizing-side of PSII, namely, functional binding of extrinsic pr
oteins to oxygen-evolving complex. We made an Anabaena mutant in which a histidine-tag was attached to one






















ンパク質 D1 と D2 により構成され、酸素発
生は主に D1 に結合するマンガン（Mn）クラ
スターにより触媒される。Mn クラスターは

















でに、シアノバクテリア Synechocystis sp. 
PCC 6803 では、PsbQ と Psb27 が植物のも
のとは異なり、N 末端において脂質修飾を受
けるリポ蛋白質で、PSII の安定化に寄与して
いること、シアノバクテリア Anabaena sp. 












な in vivo、in vitro の解析により、PSII 複合
体に本来結合すべき PG が除去されているこ
とが熱安定性低下の要因であることが示唆













し PSII の諸特性を明らかにする。 
 次に、好熱性シアノバクテリアから単離さ
れた PSII の結晶構造解析から推定されてい









Synechocystis と Anabaena に着目し、高温
処理、乾燥処理を施したときの細胞生存率と
酸素発生活性の低下を解析した。 
（２）シアノバクテリアの PSII の単離 
 高温耐性・乾燥耐性の仕組みを調べるため
に、細胞から PSII 標品を単離することとし






















として、Synechocystis sp. PCC 6803 と
Anabaena sp. PCC 7120 を実験材料として












り 効 果的で は なかっ た 。この 結 果 は
Synechocystis と Anabaena で PSII の QB 近
傍の環境もしくは構造が異なる可能性を示
唆する。 


































1 個はゲノム DNA のすべて（Anabaeba で
は複数のゲノム DNA があり、それらがすべ







































に、S232AN234D 株では BQ を添加すると、
酸素発生活性が著しく阻害されることがわ
かった。この特性は PG 欠損株（pgsA 遺伝
子欠損株）で顕著に観察される特徴であった。 
















析により、S232AN234D 株の PSII では PG
含量が野生株に比べ PSII モノマーあたり約
1 分子減少していることが明らかになった。
以上の結果は、D1 上の S232A と N234D の
変異により、PG664、PG694 の少なくとも










は PSII 酸素発生系の表在性蛋白質の PsbU















 今後、PG664、PG694 以外の PG 分子に結
合するアミノ酸残基にも変異を導入した変
異株の光合成特性を解析することにより、
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